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� はじめに
日本全国において，オキシダントの主たる原因物質である

窒素酸化物（NOx）濃度等は近年横ばいで環境基準をほぼ

達成していることに比べ，光化学オキシダント濃度について

は，環境基準がほとんど達成されていない状況が継続してい

る。徳島県においても同じような状況であり，平成２１年度で

は全局で環境基準を達成できなかった。

平成２１年度における全国的なオキシダントの緊急時報発令

状況を見ると１），注意報の発令延日数は１２３日（２８都府県）

であり，昨年度の１４４日（２５都府県）と比較して少し減少し

ているが，平成２０年度の長野県と佐賀県に続いて２１年度は山

形県と鹿児島県で初めての注意報発令があり，広域化してい

る状況が見られる。警報の発令はなかった。

ここでは，平成２１年度の徳島県のオキシダントの発生状況

について報告する。

� 調査方法
１ 測定地点

徳島県では，平成２１年度は環境測定局１７局でオキシダン

ト濃度の測定を行った。（阿南局は平成１７年１２月２２日から平

成２０年３月３１日まで測定休止。中島局は平成２０年４月１日か

ら休止中。）（図－１）

２ 測定方法

� オキシダント

東亜ディーケーケー㈱製 GUX－１５３型，GUX－２１３

型，GUX－３５３型（川内局・脇町局平成２２年１月７日か

徳保環セ年報 �２８ ２３－３１（２０１０）

平成２１年度における徳島県のオキシダント濃度について（第３５報）
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海東 千明・近藤 博之・尾崎 宏実

Oxidants Concentration in Tokushima Prefecture（XXX�）

Chiaki KAITO, Hiroyuki KONDOU and Hiromi OZAKI
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要 旨

平成２１年度における徳島県の環境測定局でのオキシダント濃度については，環境基準（環境基準値は１時間値が０．０６

ppm以下）を達成することができず，高濃度オキシダント（以下，特に注釈のない限り「０．０８ppm以上」をいう。）発

生日は５９日あった。オキシダント緊急時報については，注意報の発令が平成７年度から２０年度まで１４年間続いていたが，

平成２１年度は注意報・警報ともに発令はなかった。

高濃度オキシダント発生時刻は１２～１６時が多く，深夜まで高濃度オキシダントが継続される事例が見られた。

高濃度オキシダント発生日は日照時間が長く，風の弱い日が多くを占めていた。７月の昼間の日最高値の月平均値が

低いのは，平年より日照時間が少なかったためと考えられる。

Key words :オキシダント濃度 oxidants concentration，緊急時報（注意報，警報）

emergency reports（warnings and alarms）

図－１ 環境大気測定局設置場所
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ら）及び㈱堀場製作所製 APOA－３６００型（脇町局平成

２２年１月７日まで）を使用。紫外線吸収法に基づく連続

測定。

� 風向・風速

光進電気工業㈱製MVS－３５０型微風向風速計及び㈱日

本エレクトリック・インスツルメント製 N－２６２LV－２R

型微風向風速計を使用。

� 調査結果及び考察
１ 高濃度オキシダント等の発生状況

� 環境基準との対応状況

表－１に示すように，１７局全局で環境基準（０．０６ppm

以下）を超える日が見られた。図－２で測定局別に過去

５年間の環境基準超過日数を示しているが，超過日数が

１００日以上となったのは平成２１年度は１７局中３局で上位

３局は脇町（１１５日），大潟（１０４日）及び川内（１０２日）

図－２ 局別０．０６ppmを超えた日数

表－１ 局別・月別高濃度オキシダント等発生状況（平成２１年度）

区 分 ０．０６ppmを超えた日数 ０．０８ppm以上の日数 ０．１０ppm以上の日数 ０．１２ppm以上の日数

局 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９１０３ 他 計

鳴 門 １９ ２５ ２２ ９ ８ ７ ５ ９５ ６ ９ １１ １ ２ １ ３０ ２ ２ １ ５

松 茂 ２１ ２５ １８ ３ ６ ３ ２ ７８ ６ ７ ６ １ ２０ １ １

藍 住 １３ ２５ ２０ ３ ５ ３ ２ ７１ ２ １０ １２ １ ２５ ２ ２

北 島 １２ ２３ １９ ５ ８ １０ ８ ８５ ２ ８ ５ ２ １ １８ １ １

川 内 １４ ２８ １９ ７ ８ １０ ６ ９ １ １０２ ３ ９ ５ １ １ １９ １ １

徳 島 １４ ２５ ２１ ６ ７ １０ １１ ９４ ３ ８ ９ １ ２１ １ １ １ ３

小松島 １０ ２２ １９ ６ ８ １０ １１ １ ８７ ２ ７ ７ ３ １ ２０ １ １

那賀川 ８ ２７ ２２ ５ ８ ９ ６ ８５ ２ １１ ６ １ １ ２１ ２ １ ３

羽ノ浦 １４ ２６ ２０ ５ ７ １１ ９ ９２ ３ １１ ６ １ １ ２２ ２ １ ３

阿 南 ２５ ２７ １８ ４ ７ ８ ６ ９５ ８ １０ ４ １ ２３ １ １

大 潟 １７ ２７ ２１ ６ ９ １３ １１ １０４ ５ １０ ８ ３ １ ２７ １ １ １ ３

山 口 １４ ２６ １８ ４ ６ １１ １０ ８９ ３ １０ ４ １ １ １９ １ １ ２

椿 １５ ２８ １９ ４ ４ ８ ３ １ ８２ ６ １０ ３ １ ２０ １ ２ ３

鷲 敷 １２ ２４ １５ １ ５ ７ ３ ６７ ４ １０ ４ １ １９ １ １

由 岐 １３ ２６ １７ １ １ １ ５９ ４ ６ ２ １２

脇 町 ２６ ２３ ２１ ６ ９ １２ １０ ８ １１５ １０ １１ １０ １ ２ ２ ３６ １ ２ ３

池 田 １３ ２３ ２１ ５ ９ １６ ７ ４ １ ９９ ３ ９ １４ ２ ４ ４ ３６ ２ ３ １ ６

計 ２６０ ４３０ ３３０ ８０ １１５ １４９ １１０ ２２ ３ １４９９ ７２ １５６ １１６ ４ ２６ １４ ３８８ ７ １８ ４ １０ ３９ ０
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であった。徳島県の北部，南部及び西部で超過日数が１００

日を超えた局が見られた。月別の環境基準超過日数は４

月～６月に多かった。一方，１１月～２月はほぼ環境基準

を達成していた。（表－１）

� 高濃度日の発生状況

① 発生日総数

表－２に示すように，平成２１年度で０．０８ppm以上

になった日数は５９日，０．１０ppm以上となった日数は

１１日，０．１２ppm以上となった日数は０日であった。

過去１０年間（H１１～H２０）と比較すると，いずれの濃

度域においても，高濃度発生日数は少ない年であっ

た。

全国の状況を表－３，４及び図－３に示すが，平成

２１年度の全国の注意報等の発令延日数は１２３日，大阪

湾地域では２３日であり，いずれも過去１０年間の平均を

下回っている。

平成２１年度の発令最多都府県は埼玉県の１４日，次い

で大阪府の１３日であった。近年は発令地域が広域化す

る傾向にあり，平成２１年は山形県と鹿児島県で観測史

上初めて発令された。

② 月別（１７局全局）発生日数

平成２１年度の県下全体の高濃度発生日数（表－２）

を月別にみると６月＞４月＞５月＞８月＞９月＞７月

の順であり，１０月～３月は高濃度オキシダントは発生

していない。発生日数を過去１０年間の平均と比較する

と，４月，６月は増加したものの７月～９月は減少し

ていた。また０．１０ppm以上の発生日数も過去１０年間

と比較すると５月，７月～１０月は減少していた。

表－３ 全国と大阪湾地域の注意報等の発令日数及び徳島県
の高濃度発生日数の推移（延日数）

濃度
レベル

年度

全国
（０．１２ppm以上）
（注意報発令日数）

大阪湾地域
（０．１２ppm以上）
（注意報発令日数）

徳島県
（０．０８ppm以上）

平成１１年度 １００ １９ ８２

１２年度 ２５９ ５１ ７８

１３年度 １９３ ２８ ８１

１４年度 １８４ ２９ ８０

１５年度 １０８ ２３ ５８

１６年度 １８９ ２４ ８０

１７年度 １８５ ３３ ８３

１８年度 １７７ ３５ ６７

１９年度 ２２０ ２５ ６５

２０年度 １４４ ２０ ６２

１０年間の平均 １７６ ２９ ７４

２１年度 １２３ ２３ ５９

注）大阪湾地域：大阪府，京都府，兵庫県，奈良県

表－２ 月別高濃度オキシダント発生日の経年変化

区 分 ０．０８ppm以上の日数 ０．１０ppm以上の日数 ０．１２ppm以上の日数

年度 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ３ 他 計 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ ３ 他 計

平成１１年度 １２２２ ６ ９ ３ ９ ５１２ ７８ １１ １ ４ ３ ２ ２１ １ ３ ４

１２年度 １６１３１２１６ ９ ９ １ ２ ４８２ ３ ４ ２ ７ ２ ４ ２２ ３ ２ ５

１３年度 １０１５１０１２１０１０ ９ ４ ８０ ３ ５ ３ ３ ４ ３ ２１ ２ ２ １ ５

１４年度 １３１１１９ ８１０１０ ８ １ ８１ ２ ３ ８ ５ １ １ １ ２１ １ １ ２

１５年度 ７１３１１ ４ ９ ９ １ ３ ５７ ２ ２ ３ ３ ２ １２ １ １

１６年度 １７１６１２１７１０ ５ ３ １８１ ４ ６ ４ ６ ３ ２ ２５ ３ １ １ ５

１７年度 １６２０２１１４ ８ ３ ８２ ３ ８ ６ １ １８ ２ ２

１８年度 ３１３１７ ３１７ ７ ４ ３ １６８ ３ ８ ７ ２ ２０ ３ ３

１９年度 １０１８１０１２ ７ ７ １ ６５ １ ３ １ ２ １ ２ １０ ２ ２

平成２０年度 １３１８１１ ７ ６ ４ ３ ６２ ５ １ ２ １ １ １０ １ １

１０年間の平均 １１．７１５．９１２．９１０．２８．９７．３３．１２．９０．６７３．６１．５４．５３．９３．５２．２２．１０．３ ０ ０ １８．０ ０ ０．３０．９０．７０．６０．５ ０ ０ ０ ３．０

平成２１年度 １５１４１８ ２ ６ ４ ５９ ２ ３ ４ ２ １１ ０

図－３ 全国・大阪湾地域注意報等発令状況と徳島県の状況
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全国の注意報の発令状況（表－４）は，平成２１年度

は，４月～９月に発令され，５月が最も多く４３日，次

いで６月，８月が多く，それぞれ３０日発令されている。

一方，１０月～３月は発令されていない。

③ 局別発生日数

局別高濃度発生日数（表－１）は１０日～４０日で推移

し，上位５局は脇町＝池田＞鳴門＞大潟＞藍住となっ

ている。

④ 発生時刻と時間数（表－５，図－４，５）

初めて高濃度となった発生時刻延回数は，１３時＞１４

時＞１２時＞１５時＞１６時の順であり，高濃度発生時刻は

１２時～１６時で８４％を占めている。発生中延時間数は，

１６時＞１５時＞１７時＞１４時＞１３時で，１３時～１７時で７４％

を占めている。一方，深夜まで高濃度が継続する事例

が複数局で見られた。（表－５）

平成２１年度と過去５年間平均を比較すると，１５時に

表－４ 各都府県における注意報等発令日数の推移（平成１２年～平成２１年）
（環境省調べ）

年
都府県

平成
１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２１年度
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

宮 城 １

山 形 １ １

福 島 ３ １ ２ １ １ ３ ２ １

茨 城 ２３ １２ １３ １４ １８ １３ １０ １５ ５ ６ ２ ２ ２

栃 木 ２１ １５ １１ ８ ７ １４ ８ １６ ５ ７ ３ ２ ２

群 馬 １６ ６ １５ ２ １５ １０ ５ ８ １１ ６ ３ １ １ １

埼 玉 ４０ ３０ ２１ １９ ２３ ２６ １６ ３２ １８ １４ ４ ３ ４ ３

千 葉 １８ ２３ ２１ １１ ２８ ２８ １１ １７ １２ ３ ２ １

東 京 ２３ ２３ １９ ８ １８ ２２ １７ １７ １９ ７ １ ２ １ ３

神奈川 １０ １３ １１ ６ １６ ７ １４ ２０ １１ ４ １ １ １ １

新 潟 １

富 山 １ ２ １

福 井 １

山 梨 １４ １３ １２ ５ ５ ９ １２ １５ ４ ３ ２ １

長 野 １

岐 阜 ４ ３ ３ １ ４ ２ ４ ３ １ １ １

静 岡 ９ ６ ４ １ ５ ９ ７ ２ ２ ２

愛 知 １ １ ２ ５ ９ ９ ３ ２ １ ２ １

三 重 ９ ４ １ ２ ２

滋 賀 ３ ６ ４ ２ ２ ７ ６ ５ ２ ６ ３ ３

京 都 ３ １ ５ ３ ７ ７ １０ ６ ４ ２ ２

大 阪 ２３ ２０ １１ １４ １０ １０ １７ １１ ７ １３ ２ ３ １ ７

兵 庫 １７ ５ ８ ７ ６ ９ ８ ４ ６ ５ ５

奈 良 ８ ２ ５ ２ ５ ７ ３ １ １ １

和歌山 ２ １ １ １ １ １

岡 山 １ ２ ３ １ １ ８ ６ ６ ４ ２ ２

広 島 ８ ５ ９ ４ １３ ８ ９ ６ ５ ６ １ １ ３ １

山 口 ５ ４ １ ３ １ ２ ３ ４ １ １

徳 島 ２ ２ １ １ ３ １ ３ ２ １

香 川 １

愛 媛 １ １ ３ １ ３ １ ２

福 岡 ４ ２ ２ ２

佐 賀 １ ２ ２

長 崎 １ ３ ２ ２

熊 本 １ ４ ２ ２

大 分 １ ３ １ ２

鹿児島 １ １
計 ２５９ １９３ １８４ １０８ １８９ １８５ １７７ ２２０ １４４ １２３ ２ ４３ ３０ １６ ３０ ２

―２６―
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おける発生時刻延回数が低下しているものの，発生時

刻延回数，発生中延時間数ともに過去５年間とほぼ同

様な推移であった。（図－４，５）

２ 高濃度オキシダントと気象の関係

� 天候との関連２）

平成２１年度の高濃度発生は，「当日・晴」が約５８％あ

り，曇の日でも約４２％の日が高濃度となっていた。

（表－６）

高濃度発生日は日照時間が１０時間以上が５０．８％で最も

多く，日照時間が長い日に高濃度オキシダントが発生す

る傾向が見られるが，１時間未満でも高濃度オキシダン

トの発生が見られた。全体としては７時間以上が７６．３％

を占めた。（表－７，図－６）

高濃度発生日数が過去１０年間の平均値より少ない平成

２１年度の７月～９月は，平年より７月の日照時間はかな

り短く，８月もやや平年より短かった。また降水量は８

月が平年よりかなり多かった。９月は日照時間が長く，

降水量は少なかった。（表－８，図－７～９）

� 風速との関連

高濃度発生時の風速は，１．０～１．９m/sが最も多く，

１．０～３．９m/sで７２．４％を占めている。４．０m/s以上では

強くなるほど高濃度発生は減少している。（表－９）過

表－７ 高濃度オキシダント発生と日照時間（平成２１年度）

日照時間
０
～
０．９

１
～
１．９

２
～
２．９

３
～
３．９

４
～
４．９

５
～
５．９

６
～
６．９

７
～
７．９

８
～
８．９

９
～
９．９

１０

以上
計

日数 １ １ １ ０ ６ ３ ２ ５ ３ ７ ３０ ５９

（％） １．７ １．７ １．７ ０．０ １０．２ ５．１ ３．４ ８．５ ５．１ １１．９ ５０．８ １００．０

（注）徳島地方気象台の観測データに基づき作成したものである。

表－６ 高濃度オキシダント発生前３日間及び当日の天候（平成２１年度）

天 候 晴（日数／％）曇（日数／％）雨（日数／％）計

３日前（６時～１８時） ２３ ３９ ３１ ５３ ５ ８ ５９

（１８時～２日前６時） ２１ ３６ ３２ ５４ ６ １０ ５９

２日前（６時～１８時） ２５ ４２ ３０ ５１ ４ ７ ５９

（１８時～１日前６時） ２８ ４７ ２４ ４１ ７ １２ ５９

１日前（６時～１８時） ３０ ５１ ２７ ４６ ２ ３ ５９

（１８時～当日６時） ３４ ５８ ２２ ３７ ３ ５ ５９

当日（６時～１８時） ３４ ５８ ２５ ４２ ０ ０ ５９

（注）徳島地方気象台の観測データに基づき作成したものである。

表－５ 高濃度オキシダント発生時刻と時間数（平成２１年度）

時刻（時） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 計

発生時刻延回数 ３ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ４ １８ ６６ ９９ ７５ ４９ ４０ ２７ ８ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ３９３

（％） ０．８０．３０．００．００．３０．００．００．００．０１．０４．６１６．８２５．２１９．１１２．５１０．２６．９２．００．５０．００．００．００．００．０１００．０

発生中延時間数 ３ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ４ ２２ ８７ １８０２３８２５８２６５２４４１４８ ６３ ２６ １８ １１ １１ １２１５９３

（％） ０．２０．１０．１０．００．１０．００．００．００．００．３１．４５．５１１．３１４．９１６．２１６．６１５．３９．３４．０１．６１．１０．７０．７０．８１００．０

（注）１ 表中「発生時刻延回数」とは，当該時刻において初めて高濃度（０．０８ppm以上）となった局数の年間合計を示す。
２ 表中「発生中延時間数」とは，当該時刻において高濃度である局数の年間合計を示す。
３ 深夜１時の各数及び割合については参考値（隔日で校正時刻にあたり欠測となるため）

図－４ 発生時刻延回数 図－５ 発生中延時間数

（注）過去５年間平均は深夜１時のデータ無し。（毎日校正時刻であったため全日欠測）

―２７―
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去５年間の平均割合も１．０～３．９m/sが中心であり，同

様な傾向が見られる。（図－１０）

３ オキシダント濃度の状況

� 全体（１７局全局）

全局の昼間の日最高値の年平均は，平成２１年度は

０．０４８ppmで，過去５年間と比較すると昨年と同じく低

い値であった。月別では，５月が最も高く，７月に一度

大きく低下しているが，その他の月は徐々に低下し，１２

月が底となっている。月平均値を過去５年間平均値と比

較すると，７月は過去５年間平均値を大きく下回り，３

月も下回ったが，その他の月は同様な値で推移した。

（表－１０，図－１１）

� 北部地域（鳴門～小松島），南部地域（那賀川～由岐）

と西部地域（脇町，池田）

北部地域の昼間の日最高値の年平均は，平成２１年度は

０．０４８ppmで全局と同様な値であった。月別でも，全局

とほぼ同じ傾向を示した。

南部地域の昼間の日最高値の年平均は０．０４７ppmで，

全局と同様な値であった。月別でも，全局とほぼ同じ傾

向を示した。

西部地域の昼間の日最高値の年平均は０．０５３ppmで，

地域別では最高値であった。月別では，高値となった月

があるものの全局と似た傾向を示した。また北部，南部

と比較したところ，５月，１１月，１２月を除いてほぼ通年

にわたり高値を示した。（表－１０，図－１２）

� まとめ
１ 本県では全局で環境基準未達成であり，環境基準超えの

図－６ 高濃度オキシダント発生と日照時間の経年変化

表－８ 平成２１年度 月別気象状況

項目

月

気温（℃） 降水量（mm） 日照時間（hr）

２１年度 平年値 平年との差 平年比（％）２１年度 平年値 平年との差 平年比（％）２１年度 平年値 平年との差 平年比（％）

２１年４月 １５．５ １４．６ ０．９ １０６．２ ５９．０ １１５．１ －５６．１ ５１．３ ２４２．７ １８５．９ ５６．８ １３０．６

５月 １９．６ １８．８ ０．８ １０４．３ ６６．０ １３８．７ －７２．７ ４７．６ １８１．０ １９７．４ －１６．４ ９１．７

６月 ２３．２ ２２．４ ０．８ １０３．６ １２６．０ ２０５．７ －７９．７ ６１．３ １７８．３ １５１．６ ２６．７ １１７．６

７月 ２６．２ ２６．３ －０．１ ９９．６ １４２．５ １６１．４ －１８．９ ８８．３ １３０．５ １９６．６ －６６．１ ６６．４

８月 ２７．４ ２７．４ ０．０ １００．０ ３８３．５ １７２．１ ２１１．４ ２２２．８ ２０２．３ ２１９．７ －１７．４ ９２．１

９月 ２４．６ ２３．９ ０．７ １０２．９ ９４．５ ２８４．２ －１８９．７ ３３．３ １８７．８ １５０．４ ３７．４ １２４．９

１０月 １９．１ １８．５ ０．６ １０３．２ ２０５．５ １３７．１ ６８．４ １４９．９ １８４．９ １６３．７ ２１．２ １１３．０

１１月 １３．６ １３．２ ０．４ １０３．０ ２６４．５ １０２．２ １６２．３ ２５８．８ １３１．４ １４７．５ －１６．１ ８９．１

１２月 ８．６ ８．３ ０．３ １０３．６ ５５．０ ３９．３ １５．７ １３９．９ １８０．５ １６１．３ １９．２ １１１．９

２２年１月 ６．２ ６．０ ０．２ １０３．３ １５．５ ４２．６ －２７．１ ３６．４ １８８．６ １５５．３ ３３．３ １２１．４

２月 ７．８ ６．１ １．７ １２７．９ ６９．０ ５７．１ １１．９ １２０．８ １３６．８ １４７．４ －１０．６ ９２．８

３月 ９．９ ９．２ ０．７ １０７．６ １５０．５ ８５．４ ６５．１ １７６．２ １４５．７ １６７．６ －２１．９ ８６．９

―２８―
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日数が約半数の局で９０日を超えていた。月別では環境基準

を超えた日は５月が最も多く，４月～６月に集中していた。

しかし，超過日数が１００日以上となったのは１７局中３局

と少ない年であった。

２ 本県の平成２１年度の高濃度オキシダント発生日数は５９日

であり，過去１０年間と比較すると少ない年であった。

３ 高濃度オキシダント発生日が多いのは４月～６月であ

り，平成２１年度は７月～９月が過去と比較して少なかっ

た。

４ 全国の平成２１年度の注意報の発令日数は１２３日であり，

発令地域が広域化する傾向にある。月別では４月～９月に

発令されている。

５ 本県では，平成７年度から平成２０年度まで注意報の発令

が１４年間続いていたが，平成２１年度の注意報の発令はな

図－７ 気温の状況

図－８ 降水量の状況

図－９ 日照時間の状況
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かった。過去１０年間で四国内で最も注意報の発令が多いの

は徳島県で，隣県の香川県では過去１０年間の発令は平成１９

年度の１回のみである。

６ オキシダントが始めて高濃度となった時刻は１２～１６時，

高濃度であった時刻は１３時～１７時が多く，日射量の多い時

間帯が多かった。一方，深夜まで高濃度が継続する事例が

見られた。

７ 高濃度オキシダント発生時は晴れていて，日照時間が長

く，風速は１．０～３．９m/sの弱風の日が多かった。これは，

光化学反応が促進されたこと，発生したオキシダントが滞

留したためであると思われる。

８ 平成２１年度の全地域のオキシダントの昼間の日最高値の

月平均値は月別では，５月が最も高く，大きく低下した７

月の他は１２月まで徐々に低下し，１２月が底となっている。

表－１０ オキシダント昼間の日最高値の平均値（全局及び３地域比較）
単位：ppm

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 年平均年度等
平成１６年度 ０．０７５ ０．０６９ ０．０５８ ０．０６２ ０．０５０ ０．０４９ ０．０４８ ０．０４８ ０．０３６ ０．０３９ ０．０４２ ０．０５１ ０．０５２

平成１７年度 ０．０６３ ０．０７５ ０．０６７ ０．０５８ ０．０５０ ０．０４８ ０．０４８ ０．０４５ ０．０３９ ０．０３９ ０．０３９ ０．０４８ ０．０５２

平成１８年度 ０．０５３ ０．０６５ ０．０７０ ０．０４２ ０．０６２ ０．０５７ ０．０５４ ０．０４３ ０．０３５ ０．０４０ ０．０４７ ０．０５４ ０．０５２

平成１９年度 ０．０６５ ０．０７６ ０．０６１ ０．０５８ ０．０４７ ０．０５２ ０．０５３ ０．０４６ ０．０３９ ０．０３９ ０．０４９ ０．０５８ ０．０５４

平成２０年度 ０．０６７ ０．０７３ ０．０５９ ０．０５１ ０．０４２ ０．０４７ ０．０４８ ０．０４２ ０．０３７ ０．０３７ ０．０３９ ０．０３９ ０．０４８

過去５年間平均 ０．０６５ ０．０７２ ０．０６３ ０．０５４ ０．０５０ ０．０５１ ０．０５０ ０．０４５ ０．０３７ ０．０３９ ０．０４３ ０．０５０ ０．０５２

平成２１年度（全局） ０．０５９ ０．０７２ ０．０６５ ０．０３７ ０．０４７ ０．０５３ ０．０５０ ０．０３９ ０．０３７ ０．０４０ ０．０３８ ０．０４１ ０．０４８

平成２１年度（北部） ０．０５８ ０．０７２ ０．０６６ ０．０３８ ０．０４７ ０．０５２ ０．０５０ ０．０３９ ０．０３７ ０．０４０ ０．０３８ ０．０４１ ０．０４８

平成２１年度（南部） ０．０５９ ０．０７３ ０．０６３ ０．０３５ ０．０４５ ０．０５３ ０．０５０ ０．０３９ ０．０３７ ０．０３９ ０．０３６ ０．０３８ ０．０４７

平成２１年度（西部） ０．０６７ ０．０７２ ０．０７３ ０．０４２ ０．０５３ ０．０５９ ０．０５３ ０．０３７ ０．０３７ ０．０４５ ０．０４６ ０．０５０ ０．０５３

北部：鳴門・松茂・藍住・北島・川内・徳島・小松島
南部：那賀川・中島・羽ノ浦・大潟・山口・椿・鷲敷・由岐
西部：脇町・池田

図－１０ 高濃度オキシダントと風速別出現頻度

表－９ 高濃度オキシダント発生時の風速頻度（時間数）
（平成２１年度）

風速

局名

０．０
～
０．９
m/s

１．０
～
１．９
m/s

２．０
～
２．９
m/s

３．０
～
３．９
m/s

４．０
～
４．９
m/s

５．０
～
５．９
m/s

６．０
m/s

以上

鳴 門 １ ２４ ４１ ３０ １７ ４ ３

松 茂 １ ２２ ２７ ３０ ３ ２

藍 住 ３ １３ ２９ ２２ １１ ５ ５

北 島 ２ １０ ２７ １７ ５ ２

川 内 ４ ２２ ２３ ９ ６ １１

徳 島 １ １０ ２６ ２４ １５ ８ １０

小松島 ３ ９ ２２ １１ ２ ４ １

那賀川 ２ １４ １７ ２６ １８ ７ １１

羽ノ浦 ４ ８ １７ ２２ ２８ ９ １１

阿 南 ２ １２ ３５ ３１ ２４ ８ １０

大 潟 ６ ４０ ２６ ２５ ５ １

山 口 １ ７ ２２ ２０ １５ ２ １０

椿 ３ ２０ ３６ ２５ １０ ６ ２

鷲 敷 １２ ４２ １４ １

由 岐 １ １４ １９ ８ １

脇 町 ３ １８ ２６ ４７ ４９ １５ ３

池 田 ２８ ９１ ２５ １

計 ７３ ３５８ ４３１ ３６３ ２１２ ７８ ７８

（％） ４．６ ２２．５ ２７．１ ２２．８ １３．３ ４．９ ４．９

―３０―



平成21年度（全局） 過去5年間平均
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北部 南部 西部

月平均値を過去５年間平均値と比較すると，７月は過去５

年間平均値を大きく下回った。３月も下回っているが，そ

の他の月は同様な値で推移した。７月の月平均値が低かっ

たのは，平年より日照時間が短かったためであると考えら

れる。

� 参考文献
１）環境省水・大気環境局大気環境課：環境省報道発表資

料，平成２１年度光化学大気汚染の概要

２）徳島地方気象台：徳島県の気象，２００９年４月～２０１０年３月

図－１１ 全局のオキシダント昼間の日最高値の平均値

図－１２ オキシダント昼間の日最高値の平均値（３地域比較）
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